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表 1 公平さのバランスを取り戻す手段（168-171 頁より、評者作成） 


























































































0 0 0 0 0 0 0 0
の「うしろめたさ」
を起動しやすい状態にすることが重要であると主張しているが（174、傍点評者）、「うし
ろめたさの倫理」がわたしたちのなかで生じることによって完結するのではなく、「うし
ろめたさの倫理」に関連する他者や社会状況などの「信頼としての前提条件」を再検討す
る必要性が残っているのではないだろうか。
　ただし、評者が感じたこうした違和感や疑問点は、本書が「人類学とは無縁の日本の読
者」にもわかってもらうために身近な事例を用いたことに由来する部分も大きいであろう
ということは再度述べておく。日本社会に生きる一般の読者にとっては、社会状況自体を
あえて相対化する必要性は希薄であるかもしれない。
　「感情にあふれた」本書は、断絶した世界において「つながり」を回復する手助けとな
る示唆に富んでいる。ぜひさまざまな人に本書を手に取ってもらい、日常生活における行
動に潜む「越境的な可能性」を見出していただきたい。
